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(百万円未満切捨て)

１．2023年３月期第３四半期の業績（2022年４月１日～2022年12月31日）
（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 5,145 1.8 1,092 3.3 1,123 △0.0 787 1.5
2022年３月期第３四半期 5,057 33.3 1,057 621.3 1,123 142.1 775 142.4

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第３四半期 72.91 －

2022年３月期第３四半期 71.83 －

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 11,493 8,510 74.0

2022年３月期 11,187 7,896 70.6

(参考) 自己資本 2023年３月期第３四半期 8,510 百万円 2022年３月期 7,896 百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 0.00 － 19.00 19.00

2023年３月期 － 0.00 －

2023年３月期(予想) 21.00 21.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

３．2023年３月期の業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,800 2.8 1,395 5.3 1,430 2.2 980 2.7 90.72

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年３月期３Ｑ 11,784,000株 2022年３月期 11,784,000株

② 期末自己株式数 2023年３月期３Ｑ 981,412株 2022年３月期 981,412株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期３Ｑ 10,802,588株 2022年３月期３Ｑ 10,802,588株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提と

なる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P２「１．当四半期決算に関する定性的情

報」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染症に係る政府による行動制限の解除以降、

徐々に経済活動が正常化に向かう一方、急激に変動する為替相場の状況、長期化しているロシアによるウクライナ侵攻

等、先行き不透明な状態が続いております。

このような中で当社では、一部の地域において課外クラブ会費の値上げを実施させていただきました。長期化するコ

ロナの影響もあり、課外クラブ会員数は伸び悩みが続いておりますが、課外売上は前年同四半期を上回ることができま

した。また、加速化する少子化に対応するため、2022年10月よりお客様の発展のために園の総合的なサポートをする部

署を新設し、組織体制を変更いたしました。

今後もお客様の声に耳を傾け、満足いただけるよりよい指導サービスの向上に努めてまいります。

このような事業環境を背景に、当第３四半期累計期間における売上高は、5,145百万円（前年同四半期比1.8％増）、

経常利益1,123百万円（前年同四半期比0.04％減）、四半期純利益787百万円（前年同四半期比1.5％増）となりました。

当第３四半期累計期間の１株当たり四半期純利益は72円91銭となりました。前第３四半期累計期間の１株当たり四半

期純利益は71円83銭、前事業年度における１株当たり当期純利益は88円38銭でした。

事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 幼児体育指導関連事業

正課体育指導の実施会場数は前事業年度末の1,226園から８園増加し、当第３四半期会計期間末は1,234園となりまし

た。

また当第３四半期会計期間末における課外体育指導の実施会場数及び会員数は、1,268カ所69,539名となりました。前

事業年度末における課外体育指導の実施会場数及び会員数は、1,204カ所71,805名でした。

幼児体育指導関連事業におきましては、2022年４月より一部の地域において、課外クラブ会費の値上げを実施させて

いただきました。前事業年度末の課外クラブ会員数には至りませんが、退会は減少傾向にあり、オンライン指導から以

前のように対面指導で指導力の向上に努めてまいりました。また、正課契約件数、課外クラブ契約件数は増加傾向にあ

り、契約を獲得することができました。

その結果、幼児体育指導関連事業に係る売上高は4,916百万円（前年同四半期比1.6％増）、セグメント利益は1,004百

万円（前年同四半期比3.0％増）となりました。

② コンサルティング関連事業

コンサルティング契約件数は、前事業年度末の240件から、当第３四半期会計期間末は233件となりました。

コンサルティング契約件数は減少しましたが、契約してくださっているお客様の発展のために、専門の部署を新規に

立ち上げ、園の総合的なサポートを視野に入れた提案と研修を実施いたしました。

その結果、コンサルティング関連事業に係る売上高は229百万円（前年同四半期比5.5％増）、セグメント利益は88百万

円（前年同四半期比6.3％増）となりました。
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（参考）体育指導実施会場数及び会員数の動向

2022年３月期 2022年３月期 2023年３月期 2023年３月期
増減率(％)

第３四半期 第２四半期 第３四半期

(2021年12月末日)(2022年３月末日)(2022年９月末日)(2022年12月末日) (注)１ (注)２

幼児体育指導関連事業

正課体育指導会場数 1,225 1,226 1,234 1,234 0.7 0.7

課外体育指導会場数 1,191 1,204 1,267 1,268 6.5 5.3

課外体育指導会員数（人） 71,677 71,805 68,268 69,539 △3.0 △3.2

コンサルティング関連事業

コンサルティング契約件数 239 240 233 233 △2.5 △2.9

(注) １. 2023年３月期第３四半期(2022年12月末日)の2022年３月期第３四半期(2021年12月末日)に対する増減率です。

２. 2023年３月期第３四半期(2022年12月末日)の2022年３月期(2022年３月末日)に対する増減率です。
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（２）財政状態に関する説明

①資産・負債及び純資産の状況

（資産）

当第３四半期会計期間末における総資産残高は11,493百万円となっており、前事業年度末に対して305百万円の増加

となりました。

流動資産については、前事業年度末に対して285百万円の増加となりました。これは主に、現金及び預金が268百万

円、売掛金が14百万円増加したためです。

固定資産については、前事業年度末に対して20百万円の増加となりました。これは主に、投資有価証券の時価評価

により44百万円増加し、繰延税金資産が18百万円減少したためです。

（負債）

当第３四半期会計期間末における負債残高は2,982百万円となっており、前事業年度末に対して307百万円の減少と

なりました。

流動負債については、前事業年度末に対して373百万円の減少となりました。これは主に、未払法人税等190百万円、

賞与引当金74百万円、未払金44百万円減少したためです。

固定負債については、前事業年度末に対して65百万円の増加となりました。これは、退職給付引当金が65百万円増

加したためです。

（純資産）

当第３四半期会計期間末における純資産残高は、8,510百万円となっており、前事業年度末に対して613百万円の増

加となりました。これは、利益剰余金が582百万円、その他有価証券評価差額金が31百万円それぞれ増加したためで

す。

②キャッシュ・フローの状況

当第３四半期累計期間末における現金及び現金同等物は、前第３四半期累計期間末より630百万円増加し、7,821百

万円（前年同四半期比8.8％増）となりました。

当第３四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期累計期間における営業活動の結果得られたキャッシュ・フローは、508百万円の収入となりました（前

年同四半期は670百万円の収入）。これは営業利益1,092百万円、税金等の支出502百万円等に因るものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期累計期間における投資活動の結果使用したキャッシュ・フローは、35百万円の支出となりました（前

年同四半期は１百万円の収入）。これは、業務系のシステム及び設備投資34百万円等に因るものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期累計期間における財務活動の結果使用したキャッシュ・フローは、205百万円の支出となりました（前

年同四半期は162百万円の支出）。これは、配当金の支払による支出205百万円に因るものです。
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（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年３月期の業績予想については、以下に示すとおりです。2022年５月11日に公表した数値と変更はありません。

2023年３月期の業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

通期 6,800 1,395 1,430 980 90 72

（参考）前期実績
（2022年３月期）

6,614 1,325 1,399 954 88 38

なお、上記の業績予想については、当社が当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2022年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2022年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,553,046 7,821,248

売掛金 207,926 221,941

商品 2,203 1,995

貯蔵品 10,742 4,688

その他 85,737 95,039

貸倒引当金 △122 △63

流動資産合計 7,859,533 8,144,851

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 60,372 57,388

構築物（純額） 0 0

工具、器具及び備品（純額） 4,479 7,218

土地 236,334 236,558

有形固定資産合計 301,187 301,165

無形固定資産 109,611 104,568

投資その他の資産

投資有価証券 1,972,708 2,017,508

繰延税金資産 530,627 512,377

保険積立金 267,992 267,992

投資不動産（純額） 82,100 82,100

その他 63,382 62,476

投資その他の資産合計 2,916,811 2,942,454

固定資産合計 3,327,610 3,348,188

資産合計 11,187,144 11,493,039
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(単位：千円)

前事業年度
(2022年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2022年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 71,908 93,889

未払金 149,745 105,359

未払費用 40,249 30,236

未払法人税等 321,997 131,202

前受金 144,107 134,679

賞与引当金 190,970 116,376

その他 233,729 167,912

流動負債合計 1,152,707 779,657

固定負債

退職給付引当金 1,867,345 1,932,819

長期未払金 270,288 270,288

固定負債合計 2,137,633 2,203,108

負債合計 3,290,340 2,982,765

純資産の部

株主資本

資本金 513,360 513,360

資本剰余金

資本準備金 365,277 365,277

資本剰余金合計 365,277 365,277

利益剰余金

利益準備金 15,666 15,666

その他利益剰余金 7,619,404 8,201,793

利益剰余金合計 7,635,070 8,217,460

自己株式 △907,057 △907,057

株主資本合計 7,606,650 8,189,039

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 290,152 321,234

評価・換算差額等合計 290,152 321,234

純資産合計 7,896,803 8,510,274

負債純資産合計 11,187,144 11,493,039
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年12月31日)

売上高 5,057,241 5,145,954

売上原価 3,215,126 3,255,425

売上総利益 1,842,114 1,890,529

販売費及び一般管理費 784,538 798,132

営業利益 1,057,576 1,092,396

営業外収益

受取利息 1,071 1,248

受取配当金 14,555 12,696

受取手数料 10,249 14,645

補助金収入 2,367 746

雇用調整助成金 34,875 －

その他 3,915 2,169

営業外収益合計 67,034 31,505

営業外費用

その他 921 691

営業外費用合計 921 691

経常利益 1,123,688 1,123,210

税引前四半期純利益 1,123,688 1,123,210

法人税、住民税及び事業税 324,662 331,039

法人税等調整額 23,108 4,532

法人税等合計 347,771 335,571

四半期純利益 775,917 787,638
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 1,123,688 1,123,210

減価償却費 46,207 41,393

貸倒引当金の増減額（△は減少） △55 △59

受取利息及び受取配当金 △15,626 △13,944

雇用調整助成金 △34,875 ―

売上債権の増減額（△は増加） 1,608 △14,015

商品の増減額（△は増加） △697 207

貯蔵品の増減額（△は増加） 3,506 6,054

その他の流動資産の増減額（△は増加） 40,393 △9,301

仕入債務の増減額（△は減少） 15,737 21,981

賞与引当金の増減額（△は減少） △86,060 △74,594

退職給付引当金の増減額（△は減少） 54,081 65,474

前受金の増減額（△は減少） △40,463 △9,427

未払金の増減額（△は減少） △45,465 △46,256

未払消費税等の増減額（△は減少） 33,245 △66,107

その他の流動負債の増減額（△は減少） △42,579 △29,397

その他 1,340 1,699

小計 1,053,986 996,916

利息及び配当金の受取額 15,626 13,944

雇用調整助成金の受取額 55,285 ―

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △454,213 △502,158

営業活動によるキャッシュ・フロー 670,684 508,703

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 ― △8,498

無形固定資産の取得による支出 △7,300 △26,113

その他 8,730 △845

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,430 △35,456

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △162,038 △205,043

財務活動によるキャッシュ・フロー △162,038 △205,043

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 510,076 268,202

現金及び現金同等物の期首残高 6,680,578 7,553,046

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,190,654 7,821,248
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-2項に定

める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用すること

としております。なお、四半期財務諸表に与える影響はありません。

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

幼児体育指導
関連事業

コンサルティング
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 4,839,501 217,739 5,057,241

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ―

計 4,839,501 217,739 5,057,241

セグメント利益 974,610 82,965 1,057,576

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

幼児体育指導
関連事業

コンサルティング
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 4,916,265 229,688 5,145,954

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ―

計 4,916,265 229,688 5,145,954

セグメント利益 1,004,201 88,194 1,092,396

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第３四半期累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年12月31日）

(単位：千円)

報告セグメント

その他 合計
幼児体育指導
関連事業

コンサルティング
関連事業

計

正課体育指導業務売上高 709,084 ― 709,084 ― 709,084

課外体育指導業務売上高 3,997,348 ― 3,997,348 ― 3,997,348

イベント企画業務売上高 55,030 ― 55,030 ― 55,030

その他業務売上高 78,038 ― 78,038 ― 78,038

コンサルティング業務売上高 ― 217,739 217,739 ― 217,739

顧客との契約から生じる収益 4,839,501 217,739 5,057,241 ― 5,057,241

外部顧客への売上高 4,839,501 217,739 5,057,241 ― 5,057,241

当第３四半期累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年12月31日）

(単位：千円)

報告セグメント

その他 合計
幼児体育指導
関連事業

コンサルティング
関連事業

計

正課体育指導業務売上高 710,244 ― 710,244 ― 710,244

課外体育指導業務売上高 4,057,809 ― 4,057,809 ― 4,057,809

イベント企画業務売上高 40,912 ― 40,912 ― 40,912

その他業務売上高 107,298 ― 107,298 ― 107,298

コンサルティング業務売上高 ― 229,688 229,688 ― 229,688

顧客との契約から生じる収益 4,916,265 229,688 5,145,954 ― 5,145,954

外部顧客への売上高 4,916,265 229,688 5,145,954 ― 5,145,954

３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。


